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191　　　　 ヒ ト羊膜由来細胞における生体防御

反応一ス トレ ス タン パ ク質の 誘導とグル タチオ ン
ー

192　　　　 分娩に お け る 羊膜 で の ア ラ キ ドン酸

輸送の 機序
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＊
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［目的］胎内環境 の保全 と い う観点か ら 、 胎盤は

barrierと して重要な臓器で あ る。今回、 胎盤 を

溝成する ヒ ト羊膜 由来（MSH ）細胞に脂質過酸化 を

含む酸化的ス トレ ス を与え 、 生体防御機構 を構成

す る ス トレス タ ン パ ク質（Heat　shock 　protein70 ，

Metallothionein）と細胞 内グル タチオ ン （GSH）の

影響に つ い て検討 した。 ［方法］培養細胞榊 ISH

Cellsに 、
　 GSH除去剤 Diethyl　maleate 処理の細胞

内GS日低下群 とGSH正常群 にCdCl， ：0〜50pN、　H，O， ：O
〜2．O祕 をそれぞれ6時間曝露して 誘導 されたHSP70

とMetallothionein−1 （MT−1）の mRNA を Northern

blot　analysis で 比較検討 した 。 また 、
　 GSH−isop−

ropyl 　 ester （YM−737）処理 で細胞 内の GSH濃度を増

加させた状態に CdCl2を曝露させ検討した。 ［成

績］CdCl2曝露に よ りHSP70、
　 MT−−ll　 mRNA は 共に誘

導 された。一方、細胞内GSHを低下さ せ る とMT−I

mRNA の 誘導が 、
　 GSH正常群 と同程度であ っ た の に

対 して 日SP70　mRNA は強 く誘導され 、
　 CdC　l　215 罐

で は 3．8倍、50幽で は3．7倍 であ っ た。H202 曝露

に よっ て もHSP70とMT−ll　 mRNA の増加 がみ られ 、
　 Cd

C12 曝露と同様にGSH低下で 、
　HSP70　mRNA の よ り

強 い 誘導が み られ た。しか し 、 MT−1　 mRNA は正常

群 に比べ て増加す る こ と はなか っ た 。 また 、 YM−

737で 細胞を処理す ると、CdC　l， （0〜50PIM）曝露に よ

っ て HSP70及び MT−H　n（RNAは両方とも誘導されな

か っ た。［結論］羊膜細胞にお い てGSHは 、 酸化的

ス トレス に対 して恒常的なprotectorと して関与

して い る こ とが示唆 され る 。 また 、 皿T−1は主 と し

て Free　radical 発生の原 因とな る Cadmiumを除去

す る 目的で誘導され る の に反 し 、 HSP70は Cadmium

曝露および GSHの枯渇でもた らされた細胞内の障

害に対 し て も応答す る こ とが示唆された 。

【目的】羊膜 （Y）にお ける ア ラキ ドン酸（M ）の取 り

込み ，蓄積，移行の 変化は分娩 に向けて の PG生合

成準備状態と して 重 要で あ る 。 以前に Yにおける

AAは能動輸送 さ れ る こ と を報告 して い る 。 そ こ で

今回は ， Yにおけ る M の 輸送の 機序 を明か にする こ

とを目的と し て
，

顛 の輸送に対する子 宮収縮関連

物質の 影響につ い て検討を加え た 。 【方法】妊娠

10カ月の 羊膜で BSA含有の MEMを入れ た フ ラス コ の 入

口部を覆 い，胎 児側をt4C −AA（0．2μ Ci，0，72μ 瓩）

とBSA含有の 駈団 に浸 し37℃ で 1時間 ihcubation後 ，

対側の medium 中に移行 した放射活性よ り移行遠度

を求め ， p
一
ヒ ドロ オ キ シ水 銀安息香酸 ナ トリウム

（MB）（0．2−2μ g／ml ），性ス テ ロ イ ド（E2，　 P4），　 PG

（E2，
　 F2α ，

12）（0．4μ g／ml ）， オ キ シ トシ ン （Ox）

（0．04−4μ g／皿1），塩酸 リ ト ドリ ン（R）（25μ g／rn1）添

加の 有無で AAの 移行速度を検討 した 。 【成績】Yの

胎児側か ら母体側 へ の M の 移行速度 （pmol／h）は

112± 67（M土 SD，　n ＝5），　acyl
−CoA　synthetase に対

し て 阻害作用 を示 すMB（2μ g／mD 存在下 で は67±

29（n・4）と輸送 が阻害された 。 ス テ ロ イ ド添 加では

E2で 79±36（n・4）と輸送速度の抑制が認め られたが

P4
，
　 PGお よ び R添加で は 無添加 と ほ ぼ同じで あ っ た 。

Ox（4μ g／m1 ）添加で M の輸送速度 は194± 69（n 二4，

PくO．05）と無添 加 に比 べ 約70％の 輸送 の促進が認め

られた 。 【結論〕羊膜 に おけ る胎児側か ら母体側

へ の AAの輸送 にはacy1
−CoAが関与 して能動的に営

まれ て い る こ とが 明か とな っ た 。 さ らにAAの 輸送

には エ ス トロ ゲ ン （E2）が押制的 に働 き ， 子宮収縮

作用を有する オキシ トシ ン は促進的に働き，分娩

に 向けて M の 供給か らは じま る 冊産生 系が多元 的

に調節 されて PG産生の 促進 さ れた状態が惹起 さ れ

る こ とが示唆さ れた 。
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